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開催要領

令和３年度

保育士･幼稚園教諭のための保育行政
～子育て支援施策の最新動向～

　乳幼児期のすべての子どもの成長や子育て家庭を社会全体で支えるため、幼児教育・保育、地域
の子育て支援について、量の拡充と質の向上との両面から進めていくことが求められています。
　この研修は、保育士・幼稚園教諭の方々を主な対象として、自治体が進める子育て支援や保育行
政の現状や最新の動向を理解し、保育士・幼稚園教諭としての現場対応力と専門性を高めることを
目的に実施します。講義や事例紹介をはじめ、受講者同士で情報交換を行うことを通じて、地域の実
情に応じた保育・幼児教育の方向性等について学びます。

日　　程 令和3年7月28日（水）～7月30日（金）（3日間）

場　　所 全国市町村国際文化研修所　JR京都駅より湖西線約15分　唐崎駅下車徒歩約3分

対　　象 保育士・幼稚園教諭（保育行政に携わる市区町村等職員の方も受講していただけます）
3日間全日程をご受講いただける方を対象とします。途中退所や一時帰庁はできませんのでご注意ください。

募集人数 70人 募集人数を大幅に超えた場合は、申込期限後に抽選等をさせていただきますので、予めご了承ください。
なお、受講者の決定については、他の研修、セミナーの申込み・受講の有無にかかわらず、本研修単独で行います。

宿　　泊 研修所宿泊棟（宿泊型研修）　※外泊はできません。

経　　費 10,850 円 左記金額は、研修、宿泊、食事（朝食2回、昼食3回、夕食2回）、資料等にかかる費用です。
なお、事前準備・事前学習にかかる費用は含まれておりません。

申込期限 令和3年6月11日（金）まで
※新型コロナウイルス感染症の影響により、申込期限内での申込みが難しい等がございましたら、ご遠慮なくご相談ください。

申込方法 JIAMホームページ内「研修Web申込みフォーム」からお申し込みください。
「Web申込み」が難しい場合は、受講申込書によりFAXでも受け付けています。
※受講申込書はJIAMホームページの書類様式集（https：//www.jiam.jp/doc/）に掲載しております。

受講決定
受講の可否については、通常、開講日の約１か月前までに通知をお送りしておりますが、新型コロナウイルス感染症
の影響により、2～3週間前までの送付となる場合もございますので、ご了承ください。
経費納入方法等の手続きについては、受講決定通知書によりお知らせします。

事前課題 研修受講にあたって、事前課題に取り組んでいただく予定です。詳細は受講決定通知書送付時にお知らせします。
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当研修所では、メールマガジンを発行しています。各研修に関する最新情報などを定期的にお知らせします。ぜひご登録ください。読者登録は、JIAMホームページで受け付けています。

● 研修内容については、都合により変更になることがありますので、予めご了承ください。なお、研修についての最新情報は、JIAMホームページをご覧ください。

JIAMメールマガジンのお知らせ

令和3年

7月

28日（水）

11：00～
入寮受付・昼食
12：30～
開講・オリエンテーション
13：00～15：35
講義  少子化が進展する中での子育て支援と保育・教育施設の
　　事故防止と保育行政

甲南大学マネジメント創造学部　教授　前田 正子 氏　
少子化の今後を展望するとともに、自治体の子育て支援施策の課題や今後について、さらに教育
保育施設等での重大事故の再発防止や報告制度など最新動向を含めてお話しいただきます。
15：50～17：00
事例紹介  保育の見直しとその取組

社会福祉法人倉梯福祉会さくらこども園　園長　森田 達郎 氏
さくらこども園（元さくら保育園）では、平成28年度に保育方針を転換し、行事中心の一斉保育
から、子ども主体の保育に切り替え、様々な環境整備や人材育成を進めてこられました。この時
間では、見直しに伴い、保育者や保護者と対話を重ね、今の時代の子どもたちにとって最良の保
育とは何かを考えて取組を続けてきたご経験をもとにお話しいただきます。
17:00〜17:30
演習  意見交換

18:00〜

交流会 夕食を兼ねて、ともに学ぶ受講者同士の親睦（情報交換・交流）を深めます。

令和3年

7月

29日（木）

9:00～11:35
講義  保護者への相談支援のあり方

日本社会事業大学社会福祉学部　学部長　金子 恵美 氏　
保護者に対して相談支援を行う際に、どのようなことに留意して保護者との関係を築いていく
か、保護者支援の基本姿勢と取組の視点についてお話しいただきます。
12:35～14:50	
講義・演習  不安と使命感のはざまで最善の答えを導き出すコミュニケーション

特定非営利活動法人アサーティブジャパン　専属講師　竹崎 かずみ 氏　
新型コロナウイルスの影響による社会の変化や、人材不足・働き方改革といった動向を受けて、
保育所や幼稚園においても、これまでの「当たり前」を見直す時期に来ています。現場で起こる
葛藤や意見の違いに耳を傾け、お互いを尊重し合うコミュニケーションについて演習で理解を
深めます。

15:05～17:30
演習  地域の子育て支援に関する受講者同士の事例紹介
受講者同士で、所属する保育園・幼稚園等における地域の子育て支援の取組内容について情報
交換することを通じて、各地域の子育て支援のさらなる推進に向けて学び合います。

令和3年

7月

30日（金）

9:25～14:10
講義・質疑応答  発達障害の子がいる保育園・幼稚園でのクラスづくりと対応

日本相談支援専門員協会　顧問　福岡　寿 氏　
近年、発達上の問題を抱えている子どもに対してどのような対応、クラスづくりをするのかが保
育者の課題となっています。この時間は、発達障害の子どもがいるクラスを任された先生が、ク
ラスづくりをどう進めていけばよいのか、また対象児とのかかわり方についてどうすればよいの
か等をお話しいただきます。
14：10～14：40

ふりかえり、研修アンケート記入、閉講


